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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのクライアント装置に対してカラープロファイルを提供するプロファイ
ル提供装置であって、
　前記カラープロファイルをバージョン毎に記憶するプロファイルデータベースと、
　前記プロファイルデータベースにより記憶されている複数の前記バージョンのうちの１
つを特定バージョンとして選択するバージョン選択部と、
　前記バージョン選択部により選択された前記特定バージョンの前記カラープロファイル
を、前記バージョンに依存しない統一名称と紐付けして各前記クライアント装置に向けて
送信する送信処理部と
　を備えることを特徴とするプロファイル提供装置。
【請求項２】
　請求項１記載のプロファイル提供装置において、
　前記バージョン選択部は、前記カラープロファイルの適用対象である印刷ジョブの属性
に応じて前記特定バージョンを選択することを特徴とするプロファイル提供装置。
【請求項３】
　請求項２記載のプロファイル提供装置において、
　前記バージョン選択部は、前記印刷ジョブが新規に実行される場合、前記特定バージョ
ンとして最新バージョンを選択することを特徴とするプロファイル提供装置。
【請求項４】
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　請求項２記載のプロファイル提供装置において、
　前記バージョン選択部は、前記印刷ジョブの実行が過去になされていた場合、前記特定
バージョンとして前回の実行の際に適用されたバージョンを選択することを特徴とするプ
ロファイル提供装置。
【請求項５】
　請求項１記載のプロファイル提供装置において、
　前記バージョン選択部は、予め設定された前記バージョン毎の運用条件に従って前記特
定バージョンを選択することを特徴とするプロファイル提供装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載のプロファイル提供装置と、
　前記プロファイル提供装置と相互に通信可能である少なくとも１つのクライアント装置
と
　を備えることを特徴とするプロファイル提供システム。
【請求項７】
　カラープロファイルをバージョン毎に記憶するプロファイルデータベースを備えるプロ
ファイル提供装置を用いて、少なくとも１つのクライアント装置に対して前記カラープロ
ファイルを提供する方法であって、
　前記プロファイルデータベースにより記憶されている複数の前記バージョンのうちの１
つを特定バージョンとして選択する選択ステップと、
　選択された前記特定バージョンの前記カラープロファイルを、前記バージョンに依存し
ない統一名称と紐付けして各前記クライアント装置に向けて送信する送信ステップと
　を備えることを特徴とするプロファイル提供方法。
【請求項８】
　カラープロファイルをバージョン毎に記憶するプロファイルデータベースを備えるプロ
ファイル提供装置を用いて、少なくとも１つのクライアント装置に対して前記カラープロ
ファイルを提供するためのプログラムであって、
　前記プロファイルデータベースにより記憶されている複数の前記バージョンのうちの１
つを特定バージョンとして選択する選択ステップと、
　選択された前記特定バージョンの前記カラープロファイルを、前記バージョンに依存し
ない統一名称と紐付けして各前記クライアント装置に向けて送信する送信ステップと
　を前記プロファイル提供装置に実行させることを特徴とするプロファイル提供プログラ
ム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、少なくとも１つのクライアント装置に対してカラープロファイルを提供す
るプロファイル提供装置、システム、方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近時、印刷分野において、ＤＴＰ（DeskTop Publishing）やＣＴＰ（Computer To Plat
e）の普及により、印刷工程のワークフローが全体的にデジタル化されている。例えば、
色変換処理に供されるカラープロファイル（以下、単に「プロファイル」ともいう）を一
元的に管理・提供するための技術が種々提案されている。
【０００３】
　特許文献１では、複数種類のプロファイルをサーバ側で管理し、クライアント側のユー
ザ・インターフェースを介して選択された１種類のプロファイルをダウンロードする方法
が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特許第４３５６９７５号公報（段落［００４７］～［００５２］）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、印刷会社によっては、グループ内の各工場における色再現特性を統一化すべ
く、プロファイル（特にターゲットプロファイル）を一元的に管理することがある。例え
ば、標準規格の動向又は印刷装置の性能向上を適時に反映させるため、管理対象であるプ
ロファイルを随時更新する場合がある。
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載された方法では、プロファイルのバージョン管理に関
して何ら言及していない。例えば、各バージョンに異なった名称を付してプロファイルを
提供する場合、クライアント側は、バージョン変更の際にプロファイルの設定をその都度
変更しなければならない。この結果、作業者はその操作の煩に堪えなかった。
【０００７】
　本発明は、上記した課題を解決するためになされたものであり、クライアント側での設
定の負担を軽減させつつも、適切なバージョンのプロファイルを提供可能なプロファイル
提供装置、システム、方法及びプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係るプロファイル提供装置は、少なくとも１つのクライアント装置に対してカ
ラープロファイルを提供する装置であって、上記カラープロファイルをバージョン毎に記
憶するプロファイルデータベースと、上記プロファイルデータベースにより記憶されてい
る複数の上記バージョンのうちの１つを特定バージョンとして選択するバージョン選択部
と、上記バージョン選択部により選択された上記特定バージョンの上記カラープロファイ
ルを、上記バージョンに依存しない統一名称と紐付けして各上記クライアント装置に向け
て送信する送信処理部を備える。
【０００９】
　このように、プロファイルデータベースにより記憶されている複数のバージョンのうち
の１つを特定バージョンとして選択するバージョン選択部と、選択された特定バージョン
のカラープロファイルを、バージョンに依存しない統一名称と紐付けして各クライアント
装置に向けて送信する送信処理部を設けたので、クライアント側は、バージョンの差異を
意識することなく統一された名称にてプロファイルを取得・設定することが可能になる。
これにより、クライアント側での設定の負担を軽減させつつも、適切なバージョンのプロ
ファイルを提供できる。
【００１０】
　また、上記バージョン選択部は、上記カラープロファイルの適用対象である印刷ジョブ
の属性に応じて上記特定バージョンを選択することが好ましい。
【００１１】
　また、上記バージョン選択部は、上記印刷ジョブが新規に実行される場合、上記特定バ
ージョンとして最新バージョンを選択することが好ましい。
【００１２】
　また、上記バージョン選択部は、上記印刷ジョブの実行が過去になされていた場合、上
記特定バージョンとして前回の実行の際に適用されたバージョンを選択することが好まし
い。
【００１３】
　また、上記バージョン選択部は、予め設定された上記バージョン毎の運用条件に従って
上記特定バージョンを選択することが好ましい。
【００１４】
　本発明に係るプロファイル提供システムは、上記したいずれかのプロファイル提供装置
と、上記プロファイル提供装置と相互に通信可能である少なくとも１つのクライアント装
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置を備える。
【００１５】
　本発明に係るプロファイル提供方法は、カラープロファイルをバージョン毎に記憶する
プロファイルデータベースを備えるプロファイル提供装置を用いて、少なくとも１つのク
ライアント装置に対して上記カラープロファイルを提供する方法であって、上記プロファ
イルデータベースにより記憶されている複数の上記バージョンのうちの１つを特定バージ
ョンとして選択する選択ステップと、選択された上記特定バージョンの上記カラープロフ
ァイルを、上記バージョンに依存しない統一名称と紐付けして各上記クライアント装置に
向けて送信する送信ステップを備える。
【００１６】
　本発明に係るプロファイル提供プログラムは、カラープロファイルをバージョン毎に記
憶するプロファイルデータベースを備えるプロファイル提供装置を用いて、少なくとも１
つのクライアント装置に対して上記カラープロファイルを提供するためのプログラムであ
って、上記プロファイルデータベースにより記憶されている複数の上記バージョンのうち
の１つを特定バージョンとして選択する選択ステップと、選択された上記特定バージョン
の上記カラープロファイルを、上記バージョンに依存しない統一名称と紐付けして各上記
クライアント装置に向けて送信する送信ステップを上記プロファイル提供装置に実行させ
る。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明に係るプロファイル提供装置、システム、方法及びプログラムによれば、プロフ
ァイルデータベースにより記憶されている複数のバージョンのうちの１つを特定バージョ
ンとして選択し、選択された特定バージョンのカラープロファイルを、バージョンに依存
しない統一名称と紐付けして各クライアント装置に向けて送信するようにしたので、クラ
イアント側は、バージョンの差異を意識することなく統一された名称にてプロファイルを
取得・設定することが可能になる。これにより、クライアント側での設定の負担を軽減さ
せつつも、適切なバージョンのプロファイルを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】第１実施形態に係るプロファイル提供システムの全体構成図である。
【図２】図１に示すクライアント装置が組み込まれた印刷物生産システムの構成図である
。
【図３】第１実施形態に係るプロファイル提供装置の電気的なブロック図である。
【図４】第１実施形態に係るクライアント装置の電気的なブロック図である。
【図５】プロファイルの登録処理に関わるシーケンス図である。
【図６】プロファイルの提供処理に関わるシーケンス図である。
【図７】プロファイルの設定画面を示す画像図である。
【図８】バージョンの確認画面を示す画像図である。
【図９】バージョンの選択方法の説明に供されるフローチャートである。
【図１０】第２実施形態に係るプロファイル提供装置の電気的なブロック図である。
【図１１】第２実施形態に係るクライアント装置の電気的なブロック図である。
【図１２】プロファイルの提供処理に関わるシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明に係るプロファイル提供方法について、それを実施するプロファイル提供
装置、プロファイル提供システム、及びプロファイル提供プログラムとの関係において好
適な実施形態を挙げ、添付の図面を参照しながら詳細に説明する。
【００２０】
［第１実施形態］
　最初に、第１実施形態に係るプロファイル提供システム１０について、図１～図９を参
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照しながら説明する。
【００２１】
＜プロファイル提供システム１０の全体構成図＞
　図１は、第１実施形態に係るプロファイル提供システム１０の全体構成図である。プロ
ファイル提供システム１０は、プロファイル提供装置１２と、本部内にあるクライアント
装置１４と、各工場内にあるクライアント装置１６、１７、１８とから基本的に構成され
る。ここで、プロファイル提供装置１２及びクライアント装置１４、１６～１８は、ネッ
トワーク２０（本図例ではＷＡＮ；Wide Area Network）を介して相互に接続されている
。
【００２２】
　プロファイル提供装置１２は、色変換処理に供されるカラープロファイル（以下、プロ
ファイル６２；図３）を管理し、クライアント装置１６等からの要求に応じてプロファイ
ル６２を提供するサーバである。プロファイル提供装置１２内には、プロファイルに関す
るデータベース（プロファイルデータベース；以下、プロファイルＤＢ２２）が構築され
ている。
【００２３】
　例えば、印刷会社であるＸ社は、地理的に離れた４箇所の施設、具体的には、本部、Ａ
工場、Ｂ工場及びＣ工場を所有している。権限が付与された作業者は、本部内に構築され
た本部内ＬＡＮ（Local Area Network）２４に属するクライアント装置１４を介して、プ
ロファイル提供装置１２にアクセス可能である。また、特定の作業者は、Ａ工場（Ｂ工場
、Ｃ工場）内に構築された工場内ＬＡＮ２６ａ（２６ｂ、２６ｃ）に属するクライアント
装置１６（１７、１８）を介して、プロファイル提供装置１２にアクセス可能である。
【００２４】
　ところで、クライアント装置１４には、測定対象物（カラーチャート２８を含む）の色
を測定する測色計２７が接続されている。クライアント装置１４は、カラーチャート２８
を構成する図示しないカラーパッチの色の対応関係に基づいて、色変換テーブルを有する
プロファイル６２を生成可能である。ここで、「色の対応関係」とは、色再現装置の種類
に依存するデバイス依存色値（例えば、ＣＭＹＫ）と、色再現装置の種類に依存しないデ
バイス非依存色値（例えば、Ｌ*ａ*ｂ*）の間の対応関係を意味する。
【００２５】
＜印刷物生産システム３０の構成図＞
　図２は、図１に示すクライアント装置１６が組み込まれた印刷物生産システム３０の構
成図である。ここで、印刷物生産システム３０は、工場内ＬＡＮ２６ａを用いて構築され
たシステムの一形態であり、本図例に限られることなく任意の装置構成を採用し得る。
【００２６】
　印刷物生産システム３０内には、クライアント装置１６（図１）の他、ネットワーク２
０との接続を中継する機器であるルータ３２と、図示しない各端末装置からネットワーク
２０を介してアクセス可能な統括サーバ３４と、印刷処理機能を有するプリントサーバ３
６と、プリントサーバ３６からの出力用データに基づいて印刷物３８を形成可能である印
刷装置４０が設けられている。
【００２７】
　統括サーバ３４は、印刷物生産システム３０におけるワークフロー管理の中核をなす装
置である。統括サーバ３４は、工場内ＬＡＮ２６ａを介して、クライアント装置１６及び
プリントサーバ３６に通信可能に接続されている。また、統括サーバ３４は、ルータ３２
及びネットワーク２０を介して、デザイナ又は制作会社が備える各端末装置（図示しない
）に通信可能に接続されてもよい。
【００２８】
　また、統括サーバ３４には、ワークフローに関わる各種データを記憶可能なストレージ
装置４２が接続されている。ストレージ装置４２には、例えば、コンテンツデータ、出力
用データ（例えば、製版用データ、刷版用データ、又は校正用データ）、印刷ジョブ情報
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（例えば、ジョブチケット）、色見本データ等が記憶されている。本図例では、ストレー
ジ装置４２内には、印刷ジョブ情報に関するデータベース（以下、ジョブ情報ＤＢ４４）
が構築されている。
【００２９】
　クライアント装置１６は、文字、図形、絵柄、写真等から構成されるコンテンツデータ
に対してプリフライト処理を施した後、ページ単位のデータ（ページデータ）を作成可能
な装置である。また、クライアント装置１６は、ジョブチケットのタグ情報を参照しなが
ら、指定された綴じ方法や紙折り方法に応じた面付け処理を実行する。
【００３０】
　プリントサーバ３６は、面付け処理がなされた製版データ等に対してＲＩＰ（Raster I
mage Processing）処理を施すと共に、得られた出力用データを印刷装置４０側に供給す
る。
【００３１】
　印刷装置４０は、プリントサーバ３６から供給された出力用データに基づき、印刷媒体
４６上に画像が形成された印刷物３８を出力する。印刷媒体４６の種類として、合成紙・
厚紙・アルミ蒸着紙等の紙類のみならず、塩化ビニル・ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタラ
ート）等の樹脂、ターポリン、金属シート等が存在する。
【００３２】
　印刷装置４０が校正機である場合、ＤＤＣＰ（Direct Digital Color Proofing）、イ
ンクジェットカラープルーファ、低解像度のカラーレーザプリンタ（電子写真方式）又は
インクジェットプリンタ等を用いてもよい。
【００３３】
　印刷装置４０が凸版印刷機である場合、刷版４８及び図示しない中間転写体を介してイ
ンキを付着させることで、印刷媒体４６上に画像が形成された印刷物３８を出力する。
【００３４】
　印刷装置４０がデジタル印刷機の場合、刷版４８を生成することなく直接的に印刷物３
８を出力可能である。デジタル印刷機としては、インクジェット印刷機、ワイドフォーマ
ット印刷機、インクジェットカラープルーファ、カラーレーザプリンタ等を用いてもよい
。
【００３５】
＜プロファイル提供装置１２の電気的なブロック図＞
　図３は、第１実施形態に係るプロファイル提供装置１２の電気的なブロック図である。
プロファイル提供装置１２は、プロファイルＤＢ２２（図１）の他、第１通信Ｉ／Ｆ５０
、第１制御部５２、及び第１メモリ５４（記憶媒体）を備えるコンピュータである。
【００３６】
　第１通信Ｉ／Ｆ５０は、外部装置に対して電気信号を送受信するインターフェースであ
る。これにより、プロファイル提供装置１２は、クライアント装置１６～１８（図１）に
所望のプロファイル６２を送信可能であり、クライアント装置１４（同図）から最新のプ
ロファイル６２を受信可能である。
【００３７】
　第１制御部５２は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等の情報処理装置（いわゆる
プロセッサ）によって構成されている。第１制御部５２は、第１メモリ５４に格納された
プログラムを読み出し実行することで、プロファイル６２及びデータ更新情報６４の追加
・削除・更新・読み出し等のデータ処理を行うデータ処理部５６、プロファイルＤＢ２２
に記憶されている複数のバージョンのうちの１つを選択するバージョン選択部５８、及び
、要求元（クライアント装置１６）に対してプロファイル６２を送信する送信処理部６０
の各種機能を実現する。
【００３８】
　第１メモリ５４は、第１制御部５２が各構成要素を制御するのに必要なプログラム及び
データ等を記憶している。第１メモリ５４は、非一過性であり、且つ、コンピュータ読み
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取り可能な記憶媒体で構成されてもよい。ここで、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体
は、光磁気ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、フラッシュメモリ等の可搬媒体、コンピュ
ータシステムに内蔵されるハードディスク等の記憶装置である。また、この記憶媒体は、
短時間に且つ動的にプログラムを保持するものであっても、一定時間プログラムを保持す
るものであってもよい。
【００３９】
　プロファイルＤＢ２２は、クライアント装置１４（図１）から供給されたプロファイル
６２を識別情報（バージョン名を含む）に対応付けて蓄積するデータの集合体である。デ
ータ更新情報６４の構成単位であるレコードには、統一名称、バージョン名、更新日及び
色再現情報（例えば、色再現誤差を含む評価情報）が含まれる。本図例では、統一名称が
「Ｘ社グループ標準」であるプロファイル６２に関し、５つのバージョンが既に登録され
た状態が示されている。
【００４０】
＜クライアント装置１６の電気的なブロック図＞
　図４は、第１実施形態に係るクライアント装置１６の電気的なブロック図である。クラ
イアント装置１６は、第２制御部７０、第２通信Ｉ／Ｆ７２、入力部７４、表示部７６、
及び第２メモリ７８を備えるコンピュータである。なお、他のクライアント装置１４、１
７、１８は、上記の構成と同一又は異なる形態を種々採用してもよい。
【００４１】
　第２通信Ｉ／Ｆ７２は、外部装置に対して電気信号を送受信するインターフェースであ
る。これにより、クライアント装置１６は、プロファイル提供装置１２（図１）にプロフ
ァイル６２を要求する信号を送信可能であり、プロファイル提供装置１２（同図）からプ
ロファイル６２を受信可能である。
【００４２】
　入力部７４は、マウス、トラックボール、キーボード、タッチセンサ等の種々の入力デ
バイスで構成される。表示部７６は、液晶、有機ＥＬ（electro-luminescence）、陰極線
管（ＣＲＴ）を含む、種々の方式を採用する出力デバイスで構成される。ここで、入力部
７４による入力機能及び表示部７６による表示機能を組み合わせることで、プロファイル
６２の設定を変更自在であるユーザ・インターフェース部８０を実現する。
【００４３】
　第２メモリ７８は、第２制御部７０が各構成要素を制御するのに必要なプログラム及び
データ等を記憶している。第２メモリ７８は、第１メモリ５４（図３）と同様に、非一過
性であり、且つ、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体で構成されてもよい。ここで、本
図例では、プロファイル提供装置１２から提供された取得プロファイル８２が格納されて
いる。
【００４４】
　第２制御部７０は、第１制御部５２と同様に、ＣＰＵ等の情報処理装置によって構成さ
れている。第２制御部７０は、第２メモリ７８に格納されたプログラムを読み出し実行す
ることで、公知の面付け処理を実行して面付けデータを作成する面付けデータ作成部８４
、プロファイル取得部８６、及び表示用データ作成部８８の各機能を実現する。
【００４５】
　プロファイル取得部８６は、所望の名称及びバージョンのプロファイル６２をプロファ
イル提供装置１２から取得する。具体的には、プロファイル取得部８６は、プロファイル
６２の名称（より詳細には、統一名称）を指定する名称指定部９０、及び、取得対象であ
るバージョンを特定可能な情報（以下、バージョン情報という）を取得するバージョン情
報取得部９２を備える。
【００４６】
　表示用データ作成部８８は、設定画面１００（図７）及び確認画面１２０（図８）等を
作成する画面作成部９４、及び、実行対象である印刷ジョブの属性を作業者に報知するた
めの可視情報（以下、報知情報という）を作成する報知情報作成部９６を備える。
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【００４７】
＜プロファイル提供システム１０の動作＞
　第１実施形態に係るプロファイル提供システム１０は、以上のように構成される。続い
て、図３のプロファイル提供装置１２及び図４のクライアント装置１６の動作について、
図５及び図６のシーケンス図を主に参照しながら詳細に説明する。
【００４８】
（１．プロファイル６２の登録処理）
　第１に、プロファイル６２の登録処理に関わる動作について、図５に示すシーケンス図
を参照しながら説明する。
【００４９】
　ステップＳ１において、本部側のクライアント装置１４（図１）は、測色計２７を用い
たカラーチャート２８の測色結果に基づいて、Ｘ社グループにおける「色再現特性の標準
」であるプロファイル６２を作成する。なお、プロファイル６２（より詳細には色変換テ
ーブル）の作成手法は公知であるから、その説明を割愛する。
【００５０】
　ステップＳ２において、本部側のクライアント装置１４は、統一名称「Ｘ社グループ標
準」の最新バージョン（Ｖｅｒｓｉｏｎ＿５）として、ステップＳ１で作成されたプロフ
ァイル６２をプロファイル提供装置１２側にアップロードする。そうすると、プロファイ
ル提供装置１２は、本部内ＬＡＮ２４、ネットワーク２０（いずれも図１）及び第１通信
Ｉ／Ｆ５０（図３）を介してプロファイル６２を取得する。
【００５１】
　ステップＳ３において、プロファイル提供装置１２は、ステップＳ２で取得されたプロ
ファイル６２を新たに登録し、プロファイルＤＢ２２を更新させる。具体的には、データ
処理部５６は、最新のプロファイル６２を追加すると共に、データ更新情報６４のレコー
ドを更新する。その結果、データ更新情報６４（図３参照）には、既に記録された「Ｖｅ
ｒｓｉｏｎ＿１」～「Ｖｅｒｓｉｏｎ＿４」の他、「Ｖｅｒｓｉｏｎ＿５」に関するバー
ジョン名、更新日、及び色再現情報が新たに追加される。このようにして、プロファイル
６２の登録処理に関わる動作が終了する。
【００５２】
（２．プロファイル６２の提供処理）
　第２に、プロファイル６２の提供処理に関わる動作について、図６に示すシーケンス図
を参照しながら説明する。
【００５３】
　ステップＳ１１において、工場側のクライアント装置１６は、実行対象である印刷ジョ
ブ情報を取得する。取得に先立ち、クライアント装置１６は、ユーザとしての作業者によ
る所定の操作に応じて、印刷ジョブ情報の要求信号を統括サーバ３４（図２）に向けて送
信する。その後、統括サーバ３４は、ストレージ装置４２内に構築されたジョブ情報ＤＢ
４４から１つの印刷ジョブ情報を取得し、クライアント装置１６に向けて送信する。
【００５４】
　これにより、印刷ジョブ名が「ＰｒｉｎｔＪｏｂ＿Ａｕｇ２０１１」からなる印刷ジョ
ブ情報が得られたとする。なお、「ＰｒｉｎｔＪｏｂ＿Ａｕｇ２０１１」は、過去（西暦
２０１１年８月）に１回実行された印刷ジョブである。
【００５５】
　ステップＳ１２において、クライアント装置１６は、プロファイル６２に関する設定画
面１００をユーザ・インターフェース部８０に表示させる。表示に先立ち、画面作成部９
４は、ウィンドウＷ１（設定画面１００を含む）の表示用データを作成した後、該表示用
データを表示部７６に向けて出力する。これにより、表示部７６には、設定画面１００を
含むウィンドウＷ１が表示される。
【００５６】
　図７に示すように、設定画面１００上には、表示欄１０２、コンボボックス１０４、１
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０６、［バージョン確認］と表記されたボタン１０８、及び［キャンセル］［保存］と表
記されたボタン群１１０が配置されている。作業者は、入力部７４（図４）を操作させな
がら各ユーザ・コントロールを介して種々の設定を行うことができる。
【００５７】
　ステップＳ１３において、作業者は、ステップＳ１１で取得された印刷ジョブ情報に対
応付けられるプロファイル６２を、ユーザ・インターフェース部８０を介して設定する。
【００５８】
　図７例では、表示欄１０２には、予め取得された印刷ジョブ名（ＰｒｉｎｔＪｏｂ＿Ａ
ｕｇ２０１１）が表記されている。また、コンボボックス１０４、１０６を介して、名称
が「Ｘ社グループ標準」であるターゲットプロファイル、及び、名称が「ＤＬＰ－ｃｕｓ
ｔｏｍｉｚｅｄ」であるデバイスリンクプロファイル（以下、ＤＬＰ）が選択されている
。このとき、名称指定部９０は、「Ｘ社グループ標準」及び「ＤＬＰ－ｃｕｓｔｏｍｉｚ
ｅｄ」の文字列を取得し、これらの名称を有するプロファイル６２を取得対象としてそれ
ぞれ指定する。
【００５９】
　設定画面１００上にある［バージョン確認］ボタン１０８のクリック操作に応じて、画
面作成部９４は、ウィンドウＷ２（確認画面１２０を含む）の表示用データを作成した後
、該表示用データを表示部７６に向けて出力する。これにより、表示部７６には、確認画
面１２０を含むウィンドウＷ２が新たに表示される。
【００６０】
　図８に示すように、確認画面１２０上には、メッセージ欄１２２、２個のラジオボタン
１２４ａ、１２４ｂ、及び［キャンセル］［ＯＫ］と表記されたボタン群１２６が配置さ
れている。
【００６１】
　メッセージ欄１２２には、「『ＰｒｉｎｔＪｏｂ＿Ａｕｇ２０１１』は、過去に実行さ
れたジョブです。色再現特性をどのように設定しますか？」と表記されている。また、ラ
ジオボタン１２４ａ、１２４ｂの右方にはそれぞれ、「前回の特性に合わせる」及び「最
新の特性に合わせる」と表記されている。
【００６２】
　ステップＳ１４において、バージョン情報取得部９２は、ステップＳ１３での設定操作
に応じて、複数のバージョンのうちの１つを選択するための情報（以下、バージョン情報
）を取得する。具体的には、図７のボタン群１１０（特に［ＯＫ］ボタン）がクリックさ
れた時点での設定内容に基づいて取得される。以下、バージョン情報取得部９２の動作に
ついて、図９のフローチャートを参照しながら詳細に説明する。
【００６３】
　ステップＳ２１において、バージョン情報取得部９２は、実行対象である印刷ジョブが
過去に実行された「既存のジョブ」であるか否かを判断する。バージョン情報取得部９２
は、例えば、印刷ジョブ情報が示すジョブ実行回数が１回以上である場合は「既存」、０
回である場合は「新規」であると判断する。既存のジョブであると判断された場合（ステ
ップＳ２１：ＹＥＳ）、次のステップ（Ｓ２２）に進む。
【００６４】
　ステップＳ２２において、バージョン情報取得部９２は、前回の色再現特性に合わせる
か否かを判断する。具体的には、バージョン情報取得部９２は、２個のラジオボタン１２
４ａ、１２４ｂ（図８）のオン・オフ状態から判断する。ラジオボタン１２４ａ側がオン
である状態下にボタン群１２６（［ＯＫ］ボタン）がクリックされていた場合、前回の色
再現特性に合わせるものと判断され（ステップＳ２２：ＹＥＳ）、次のステップ（Ｓ２３
）に進む。
【００６５】
　ステップＳ２３において、バージョン情報取得部９２は、前回の実行の際に適用された
バージョンに関するバージョン情報を取得する。具体的には、バージョン情報取得部９２
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は、バージョン情報として、印刷ジョブ情報に含まれるバージョンの識別情報、印刷ジョ
ブの実行時点、印刷物３８の制作時点等を取得する。
【００６６】
　ステップＳ２２に戻って、ラジオボタン１２４ｂ側がオンであった場合、最新の色再現
特性に合わせるものと判断される（ステップＳ２２：ＮＯ）。そして、バージョン情報取
得部９２は、最新バージョンを選択する旨をバージョン情報として取得する（ステップＳ
２４）。
【００６７】
　ところで、実行対象である印刷ジョブが「新規」、すなわち「既存のジョブ」でない場
合（ステップＳ２１：ＮＯ）、ステップＳ２４に進み、バージョン情報取得部９２は、最
新バージョンを選択する旨をバージョン情報として取得する。
【００６８】
　このようにして、バージョン情報取得部９２は、印刷ジョブの属性を示すバージョン情
報を取得する。ここでは、前回の特性に合わせる旨、及び、印刷ジョブの実行時点（２０
１１年８月）が取得されたとする。
【００６９】
　図６のステップＳ１５において、クライアント装置１６は、プロファイル６２の送信を
要求するための通信データ（統一名称及びバージョン情報を含む）をプロファイル提供装
置１２に向けて送出する。そして、プロファイル提供装置１２は、第２通信Ｉ／Ｆ７２（
図４）、ネットワーク２０、工場内ＬＡＮ２６ａ（いずれも図１）及び第１通信Ｉ／Ｆ５
０（図３）を介して通信データを取得する。これにより、プロファイル提供装置１２は、
統一名称及びバージョン情報をクライアント装置１６から取得する。
【００７０】
　ステップＳ１６において、バージョン選択部５８は、ステップＳ１５にて取得された統
一名称及びバージョン情報に基づいて、複数のバージョンのうち１つの特定バージョンを
選択する。
【００７１】
　図３に示すように、「Ｖｅｒｓｉｏｎ＿１」、「Ｖｅｒｓｉｏｎ＿２」、「Ｖｅｒｓｉ
ｏｎ＿３」、「Ｖｅｒｓｉｏｎ＿４」及び「Ｖｅｒｓｉｏｎ＿５」は、「２００９年５月
」、「２０１０年５月」、「２０１１年５月」、「２０１２年４月」及び「２０１３年４
月」にそれぞれ更新・登録されたとする。この場合、バージョン選択部５８は、印刷ジョ
ブの実行時点（２０１１年８月）よりも前であり、且つ、直近の更新日（２０１１年５月
）である「Ｖｅｒｓｉｏｎ＿３」を選択する。
【００７２】
　すなわち、バージョン選択部５８は、プロファイル６２の適用対象である印刷ジョブの
属性に応じて特定バージョンを選択する。具体的には、バージョン選択部５８は、印刷ジ
ョブが新規に実行される場合に最新のバージョンを選択する一方、印刷ジョブが過去に実
行がなされていた場合に前回の実行の際に適用されたバージョンを選択する。
【００７３】
　なお、この選択処理は、上記した手法に限られることなく、バージョン情報の種類に応
じて種々の手法を採り得る。例えば、印刷ジョブの実行時点の代わりに印刷物３８の制作
時点を用いてもよいし、バージョンの識別情報（例えば、バージョン名）に基づく照合の
結果が一致するバージョンを選択してもよい。
【００７４】
　ステップＳ１７において、プロファイル提供装置１２は、プロファイル６２を提供する
ための通信データ（プロファイル６２を含む）をクライアント装置１６に向けて送出する
。具体的には、送信処理部６０は、特定バージョンのプロファイル６２をバージョンに依
存しない統一名称「Ｘ社グループ標準」と紐付けしてクライアント装置１６に向けて送信
する。
【００７５】
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　ステップＳ１８において、クライアント装置１６は、ステップＳ１７で送信された通信
データを受信し、適切なバージョンのプロファイル６２（以下、取得プロファイル８２）
を取得する。具体的には、プロファイル取得部８６は、第１通信Ｉ／Ｆ５０（図３）、ネ
ットワーク２０、工場内ＬＡＮ２６ａ（いずれも図１）及び第２通信Ｉ／Ｆ７２（図４）
を介して通信データを取得する。これにより、プロファイル取得部８６は、統一名称が「
Ｘ社グループ標準」、バージョンが「Ｖｅｒｓｉｏｎ＿３」である取得プロファイル８２
を第２メモリ７８に記憶させる。
【００７６】
　このようにして、プロファイル６２の提供処理に関わる動作が終了する。その後、クラ
イアント装置１６は、取得プロファイル８２及び出力プロファイル（図示しない）を用い
てＤＬＰを作成し、このＤＬＰを出力用データと共にプリントサーバ３６側に供給するこ
とで印刷物３８が形成される。しかも、作業者の要望通りに、過去に制作された印刷物３
８の色合いを忠実に再現できる。
【００７７】
＜第１実施形態による効果＞
　以上のように、第１実施形態に係るプロファイル提供装置１２は、少なくとも１つのク
ライアント装置１４、１６～１８に対してプロファイル６２を提供する装置である。
【００７８】
　そして、プロファイル提供装置１２は、プロファイル６２をバージョン毎に記憶するプ
ロファイルＤＢ２２と、プロファイルＤＢ２２により記憶されている複数のバージョンの
うちの１つ（特定バージョン）を選択するバージョン選択部５８と、バージョン選択部５
８により選択された特定バージョンのプロファイル６２を、バージョンに依存しない統一
名称と紐付けして各クライアント装置１４、１６～１８に向けて送信する送信処理部６０
を備える。
【００７９】
　また、第１実施形態に係るプロファイル提供システム１０は、上記したプロファイル提
供装置１２と、プロファイル提供装置１２と相互に通信可能である少なくとも１つのクラ
イアント装置１４、１６～１８を備える。
【００８０】
　このように構成したので、クライアント側（クライアント装置１６等）は、バージョン
の差異を意識することなく統一された名称にてプロファイル６２を取得・設定することが
可能になる。これにより、クライアント側での設定の負担を軽減させつつも、適切なバー
ジョンのプロファイル６２を提供できる。
【００８１】
［第２実施形態］
　続いて、第２実施形態に係るプロファイル提供システム１４０について、図１０～図１
２を参照しながら説明する。なお、第１実施形態と同様の構成については、同一の参照符
号を付すると共にその説明を省略する。
【００８２】
＜プロファイル提供システム１４０の全体構成図＞
　プロファイル提供システム１４０は、図１に示す構成と基本的に同じである。第２実施
形態では、プロファイル提供装置１２、プロファイルＤＢ２２及びクライアント装置１６
に代わって、プロファイル提供装置１４２、プロファイルＤＢ１４４及びクライアント装
置１４６がそれぞれ設けられている。
【００８３】
＜プロファイル提供装置１４２の電気的なブロック図＞
　図１０は、第２実施形態に係るプロファイル提供装置１４２の電気的なブロック図であ
る。プロファイル提供装置１４２は、プロファイルＤＢ１４４（図１）の他、第１通信Ｉ
／Ｆ５０、第１制御部１４８、及び第１メモリ５４を備えるコンピュータである。
【００８４】
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　プロファイルＤＢ１４４には、複数のプロファイル６２及びデータ更新情報６４（図３
）の他、各プロファイル６２の運用条件を示すデータ運用情報１５２が更に格納されてい
る。データ運用情報１５２の構成単位であるレコードには、統一名称、運用範囲及び運用
時期が含まれる。この運用条件は、プロファイル６２のバージョン毎に予め設定されてい
る。本図例では、統一名称が「Ｘ社グループ標準」であるプロファイル６２（例えば、最
新の「Ｖｅｒｓｉｏｎ＿５」）に関し、３つの工場（Ａ工場、Ｂ工場、Ｃ工場）にそれぞ
れ適用される運用条件が示されている。
【００８５】
　第１制御部１４８は、図３に示す第１制御部５２と同様に、ＣＰＵ等の情報処理装置に
よって構成されている。第１制御部１４８は、第１メモリ５４に格納されたプログラムを
読み出し実行することで、データ処理部５６、バージョン選択部１５０及び送信処理部６
０の各種機能を実現する。
【００８６】
＜クライアント装置１４６の電気的なブロック図＞
　図１１は、第２実施形態に係るクライアント装置１４６の電気的なブロック図である。
クライアント装置１４６は、第２制御部１５４、第２通信Ｉ／Ｆ７２、入力部７４、表示
部７６、及び第２メモリ７８を備えるコンピュータである。
【００８７】
　第２制御部１５４は、第１制御部１４８と同様に、ＣＰＵ等の情報処理装置によって構
成されている。第２制御部１５４は、第２メモリ７８に格納されたプログラムを読み出し
実行することで、面付けデータ作成部８４、プロファイル取得部１５６及び表示用データ
作成部８８の各機能を実現する。ここで、プロファイル取得部１５６は、プロファイル取
得部８６（図４）に対して、バージョン情報取得部９２の構成を欠く点で異なっている。
【００８８】
＜プロファイル提供システム１４０の動作＞
　第２実施形態に係るプロファイル提供システム１４０は、以上のように構成される。続
いて、図１０のプロファイル提供装置１４２及び図１１のクライアント装置１４６の動作
（特に、プロファイル６２の提供処理）について、図１２のシーケンス図を主に参照しな
がら詳細に説明する。
【００８９】
　ステップＳ３１において、工場側のクライアント装置１４６は、実行対象である印刷ジ
ョブ情報を取得する。ステップＳ３２において、クライアント装置１４６は、設定画面１
００（図７）をユーザ・インターフェース部８０に表示させる。ステップＳ３３において
、作業者は、印刷ジョブ情報に対応付けられるプロファイル６２を、ユーザ・インターフ
ェース部８０を介して設定する。
【００９０】
　なお、ステップＳ３１～Ｓ３３は、第１実施形態（ステップＳ１１～Ｓ１３）と基本的
に同様であるため説明を省略する。ここで、プロファイル取得部１５６は、バージョン情
報を取得する処理を実行しない点に留意する。
【００９１】
　ステップＳ３４において、クライアント装置１４６は、プロファイル６２の送信を要求
するための通信データ（プロファイル６２の統一名称及びクライアント装置１４６の所属
情報を含む）をプロファイル提供装置１４２に向けて送出する。これにより、プロファイ
ル提供装置１４２は、統一名称（Ｘ社グループ標準）及び所属情報（Ａ工場）をクライア
ント装置１４６から取得する。
【００９２】
　ステップＳ３５において、バージョン選択部１５０は、ステップＳ３４にて取得された
統一名称及び所属情報に基づいて、複数のバージョンのうち１つの特定バージョンを選択
する。
【００９３】



(13) JP 5892999 B2 2016.3.23

10

20

30

　図１０に示すように、最新バージョンの運用条件として、「Ａ工場」、「Ｂ工場」及び
「Ｃ工場」では、「更新から即時」、「更新から１か月後」及び「更新から６か月後」に
それぞれ設定されたとする。この場合、バージョン選択部１５０は、運用条件（「Ａ工場
」に属し、且つ、「更新から即時」に適用可能）を満たす「Ｖｅｒｓｉｏｎ＿５」を選択
する。
【００９４】
　ステップＳ３６において、プロファイル提供装置１４２は、プロファイル６２を提供す
るための通信データ（プロファイル６２を含む）をクライアント装置１４６に向けて送出
する。具体的には、送信処理部６０は、特定バージョンのプロファイル６２をバージョン
に依存しない統一名称「Ｘ社グループ標準」と紐付けしてクライアント装置１４６に向け
て送信する。
【００９５】
　ステップＳ３７において、クライアント装置１４６は、ステップＳ３６で送信された通
信データを受信し、適切なバージョンのプロファイル６２を取得する。これにより、プロ
ファイル取得部１５６は、統一名称が「Ｘ社グループ標準」、バージョンが「Ｖｅｒｓｉ
ｏｎ＿５」である取得プロファイル８２を第２メモリ７８に記憶させる。
【００９６】
＜第２実施形態による効果＞
　以上のように、第２実施形態に係るプロファイル提供装置１４２は、バージョン選択部
５８（図３；第１実施形態）に代わって、予め設定されたバージョン毎の運用条件（デー
タ運用情報１５２）に従って特定バージョンを選択するバージョン選択部１５０を備える
。このように構成しても、第１実施形態と同様の作用効果が得られる。
【００９７】
［補足］
　なお、この発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、この発明の主旨を逸
脱しない範囲で自由に変更できることは勿論である。
【符号の説明】
【００９８】
１０、１４０…プロファイル提供システム　　１２、１４２…プロファイル提供装置
１４、１６～１８、１４６…クライアント装置
２２、１４４…プロファイルＤＢ
３８…印刷物　　　　　　　　　　　　　　　４０…印刷装置
４４…ジョブ情報ＤＢ　　　　　　　　　　　５８、１５０…バージョン選択部
６０…送信処理部　　　　　　　　　　　　　６２…プロファイル
６４…データ更新情報　　　　　　　　　　　８６、１５６…プロファイル取得部
９２…バージョン情報取得部　　　　　　　　９６…報知情報作成部
１００…設定画面　　　　　　　　　　　　　１２０…確認画面
１２２…メッセージ欄
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